



The Process of Developing Home Visit Care With a Focus on "Self-questioning" of Care Workers
-Focusing on Self-Questioning of One's Practice by Home Visit Care Workers-





























































































○H-α 50歳代 正社員 10年以上 女性70代 要介護2 身体 .生活 日中独居 ･入浴介助 .環境整備.外部環境との関係性は希薄. 41分
○H-β 50歳代 正社員 10年以上 女性60代 宴支援 身体 息子と同居 ･入浴介助中心.リウマチによる痛みあり.デイサービスを利用. 60分
女性80代 要介護3 生活 息子と同居 ･調理,環境整備.調理に際しては,利用者による事前準備あり.
○H-γ 50歳代 パ -ートタイマー 約10年 女性70代 要支援 身体 息子夫婦と同居 ･入浴介助が中心.失語に対して筆談にて対応.飲食物の逆流あり. 43分
女性80代 要介護1 生活 息子と同居 ･環境整備全般.心臓に持病あり.骨折経験があるが自力での移動は可能.
○H-a 50歳代 パートタイマ -ー 約 9年 女性70代 宴支援 身体 息子夫婦と同居 ･入浴の見守り.飲食物の逆流あり.福祉用具使用に抵抗あり. 45分
女性60代 要介護3 身体 .生活 日中同居 ･外出による利用あり.片麻軽があるが,自力移乗等は可能
OH-f 50歳代 パートタイマー 約 8年 女性90代 要介護2 身体 .生活 ケアハウス ･入浴介助,環境整備.自力での日常生活行為の実施は,ある程度可能. 44分
女性80代 要支琴 生活 独 居 ･買い物の外出有り.外部との交流を拒む.騒がしい言動を嫌う.
●H-∈ 60歳代 パートタイマー 約 7年 男性70代 要介護2 生活 独 居 ･調理,環境整備.訪問介護以外にデイサービスを2ヶ所利用. 59分
女性90代 要介護2 身体 .生活 独 居 ･入浴介助,環境整備.利用者宅-息子の訪問が頻繁にある






















































































































表2 訪問介護員が ｢利用者への 『かかわり』に対して抱いている思考｣の枠組み
上位範晴 : 中位範噂 下位範鳴
I.利用者理解に向けた観察による情報分析 1.利用者感情の理解に向けた利用者言動 .思考の察知 1)利用者言動の転回に対する本心の探求2 実践評価に対する利用者感情の察知3 支援 側意向の押し付け状況 発生-の思い
2.利用者理解のための獲得済情報を基にした自己分析 4)利用者感情の察知に基づくニーズの探求5 言動 背景 ある満足度の把握6 状況 理解 向けた多角的側面からの分析7 他の訪問介護員からの報告を基にした利用者ニーズの把握
3.獲得した情報の分析による真意の追究 8)利用者状況の観察による発言の真偽の追求9 支援に対する利用者の肯定的発言の真意の探求
Ⅱ.利用者理解に向けた実践の展開 4.ニーズ察知に向けた自身の態度についての思い 10)ニーズ察知に関する利用者の感情察知-の思いll 利用者との対話の有無とニーズ察知の関連性の検討
5.利用者感情の理解に向けたかかわり方の模索 12)利用者が抱く感情-の共感的理解3 感情の理解に向けた支援者側の姿勢-の思い4 把握 の追求
Ⅲ.実践の展開に関するかかわ り方の吟味 6.実践及び利用者に対する意識 .認識の点検 15)人-の支援とモノづくりとの違いについての認識6 各々 利用者に対する意識 .認識の違
7.実践の振り返りによる実践内容の点検 17)利用者感情の察知による自身のかかわり方の点検8 把握 向けた自身の かわり9 帰設中の振り返り お る実践方法 .手段20 他職負との比較による自身の実践方法 .手段-の評価1 実践の各場面におけ 過剰な介入の有無についての点検2 理解不足な状況で展開された支援- 評価
8.実践を重ねることにより発生した思考の分析 23)実践に対しての洞察力についての自己分析4 専門職と 自負心 対する思い5 利用者からの実践-の満足度評価に対する思い6 経験を積むことにより生じた自身の強情性-の思い
Ⅳ.実践の展開に関するかかわ り方の見直 し 9.円滑な支援の展開に向けた実践方法 .内容の模索 27)支援の時間内遂行に向けた実践内容の修正可能性-の思い8 高水準のサービス提供に向けた実践方法 .手段の模索.
10.個別性や介入範囲を意識したかかわり方の模索 29)個々の利用者-の向き合い方に関する思い30 利用者状況の分析を踏まえた介入範囲の模索1 実践 各場面における介入範囲 .程度2 既修得の技術的要素の援用可能性-の3 実践方法 .手段の援用不能に伴う他案の模索4 人及び集団の違いを踏まえた支援時 要点の模索
ll.職員間の情報共有による実践方法 .手段の修正 35)他の訪問介護員からの助言による実践方法 .手段の修正6 との連携による支援内容の変更
Ⅴ.円滑な展開に向けた環境構成 12.支援関係維持に向けた利用者との距離感-の思い 37)利用者との距離感に関する経験年数からの検討8 接近に伴う関係維持に向けた対応-の思い9 からの依存回避のための自身の対応-の思い
13.利用者を取り巻く変化等に応じた学習機会-の思い 40)利用者感情 .負担の察知に伴い生じた技術向上-の思い1 -のかかわりを通しての学習継続の必要性-の思い2 技術的行為及び法令等の変化に伴う研修受講-の思い3 医療知識 活用機会の減少に伴う再学習-の思い4 他の訪問介護員と 比較 よる技術水準
Ⅵ.専門職 としての自負心に基づ く実践 展開 14.自負心に基づく実践遂行-の思い 45)専門職としての自負心に基づく実践に対する意識6 実践評価を踏まえた専門職としての自負心の保持
15.振り返りを通しての実践行為-の肯定的な思い 47)自身の実践に対する満足感の保持8 実践 振り返りを通しての自身-の労い9 長期間担当することで身に付く伝達技術の向上-の思い
Ⅶ.振 り返 りにより生 じた感情の調整 16.身体能力の低下及び実地からの疎遠による技術面-の不安 50)身体介護からの疎遠による技術的行為-の不安51)身体能力の低下に伴う技術的行為-の不安
17.利用者の言動-の対応に関する不安 .戸惑い 52)-真性の無い利用者言動-の戸惑い3 不得意さを抱く利用者対応-の不安4 利用初期の訪問に関連した利用者感情-の不安
18.振り返りにより生じた偶然とした思い 55)利用者満足度の追求により発生した不安6 情報伝達不足による利用者との認識の違いから生じた戸惑い7 実践の反省箇所に関連した自身の未熟さ-の思い
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